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1. 本誌は､物性の研究 を共同で促進するため､研究者がその研究 ･意見を自由

に発表 し討論 しあい､また､研究に関連 した情報 を交換 しあうことを目的 とし

て､毎月 1回編集 ･｢リ行 されます｡掲載内容は､研究論文､研究会 ･国際会議

などの報告､講義 ノー ト､特別寄稿､研究に関連 した諸問題についての意見な

どです,,

2. 本誌に投稿 された論文については､原則 として審査は行ないませんG 但 し､

編集委員会で本誌-の掲載が不適当と判断 された場合には､改訂 を求めること､

または掲載 をお断 りすることがあ ります.:,

3･ 本誌の論文 を欧文の論文中で引用される時には､BusseiKenkyu(Kyoto)63
(1994),1.のように引用 して下 さい｡

原稿作成要領

1.原稿は 2部 (オ1)ジナル原稿及びコピー)提汁J.して下さい｡

2.別刷 ご希望の方は､投稿の際に50部以上10部単位で､必要部数､別刷送付先､

請求先 を明記の上､お申し込み下 さい｡.

3.ワープロ原稿の場合

ワープロ原稿 を歓迎 します｡原則 として写真製版でそのまま印刷 されますの

で､以下の点に注意 して原稿 を作成 して下 さい ｡ (特に希望 される場合には､

こちらでタイプ し直すことも可能ですが､経費の節約のため､で きるだけ写

真製版で きる原稿をお願い します｡)

1)用紙はB5またはA4を縦に使用｡ (印刷はB5にな ります｡)

2)マージンは､上下あわせて約4.5cm､左右あわせて約 4cm｡,

3) 1ページに本文34行､ 1行に全角文字で42字｡

4)第 1ページは､タイ トルはセ ンタリング､所属 ･氏名は右寄せに して､

余白を十分にとって下 さい｡

5)図や表は､本文中の該当箇所に貼 り込み､図の下にキャプションを付け

て下 さい｡

6)体裁については､上記は一応の目安ですので､多少の違いがあって もか

まいません｡

4.手書 き原稿の場合

1)原稿は400字詰原稿用紙に丁寧に書いて下 さい｡

2)数式は大 きく明瞭に書 き､ 1行におさまらない場合の改行箇所 を赤で指

定 して下さい｡

3)数式､記号 の書 き方 は､Progress,Journalの投 稿規定 に準 じ､立体

([)､イタリック (_)､ゴシック (W)､ギ リシャ文字 (ギ)､花文字､

大文字､小文字などを赤で指定 して下 さい｡本誌は立体 を基本 としてタ

イプされますので､式にも必ず､イタリック､立体 を指示 して下 さい｡

また､著者校正はあ りませんので､特に区別 しに くい文字や記号 なども

赤で指定 して下 さい｡

4)図は写真製版で きるもの (こちらでは トレースはいた しません｡)を図

の説明 と共に論文末尾に揃え､図を入れるべ き位置 を本文の欄外に赤で

指定 して下 さい｡



編 集 後 記

現在国内では､大腸菌 0157の感染被害で大騒ぎである｡発症しない成人の健康体が感

染源になっていても不思議ではなく､とても静観していられる問題ではなさそうである｡

6年前にも0157による集団食中毒事件があったそうだが､この過去の事例を踏まえた予

防対策はとられていなかったという｡従って今､マスコミがこぞって繰り返している行政

責任追及も当然であろうしわからなくもないのだが､死者がでているというのに､具体的

な感染源の解明等を試みようとマスコミ自ら専門家に話を開くといった場面や記事がほと

んど見られないのは何故であろうか｡国内で旅客機墜落事故があった時でさえ､その方面

の科学者を交えた議論は必ず TV各局のニュースで見られる｡ただ今の場合､事の重大

さからいって､これから起きる可能性について対策を練るために専門家の見解を開く必要

があるはずで､起きてしまらた事故を専門家に論じてもらう土とよりはるかに重要なこと

である｡こういった形でのマスコミとの関わりは､一般社会に科学を正しく理解してもら

うという点からもいいことだと思う(もちろん､科学者が用もないのにマスコミに顔を出

すことを奨励しているのではない )｡

昨今､若者の科学搬れに我々は無関心ではいられないわけだが､考え過ぎかもしれない

が､上記のような所にも純粋科学の役割を誤解させるような風潮が現れているのではない

だろうか｡

(R.Ⅰ.)
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会員規定

個人会員

1.会 費 :

当会の会費は前納制になっています,, したがって､ 3月末まで

に次年度分の会費をお支払い下 さい｡

年会費 1stVolume (4月号～ 9月号) 4,800円

2ndVolume(10月号- 3月号) 4,800円

計 9,600円

お支払いは､郵便振替でお願い します｡ 当会専用の振替用紙が

あ りますので､下記 までご請求下 さい｡､郵便局の用紙で も結構

です｡通信欄に送金内容 を必ず明記 して下 さい｡

郵便振替口座 京都 01010-6-5312

2.送本中止の場合 :

送本の中止は volumeの切れ 目しかで きません｡次の Volump

より送本中止を希望 される場合､できるだけ早めに ｢退会届｣

を送付 して下 さい｡中止の連絡のない限 り､送本は継続 されま

すのでご注意下 さい｡

3.送本先変更の場合 :

住所､勤務先の変更などにより､送本先がかわる場合は､必ず

送本先変更届を送付 して下 さい｡

4.会費滞納の場合 :

正当な理由な くZVolumes以上の会費を滞納 された場合 は､

送本を停止することがあ りますので､ご留意下 さい｡

機関会員

1.会 費 :

学校､研究所等の入会､及び個人で も公費払いのときは機関会

員 とみな し､年会費 19,200円 (1Volume9,600円)です｡学

校､研究所の会費の支払いは､後払いでも結構です｡申し込み

時に､支払いに書類 (請求､見積､納品書)が各何通必要かを

お知 らせ下 さい｡当会の請求書類で支払いができない場合は､
貴校､貴研究所の請求書類をご送付下 さい｡

2.送本中止の場合 :

送本の中止は volumeの切れ 目しかで きません｡次の Volume

より送本中止を希望 される場合､できるだけ早めにご連絡下さ

い｡中止の連絡のない限 り､送本は継続 されますのでご注意下

さい｡

雑誌未着の場合 :発行 日より6ケ月以内に当会までご連絡下さい｡

物性研究刊行会

〒606-01 京都市左京区北白川追分町 京都大学湯川記念館内

電話 (075)722-3540,753-7051

FAX (075)722-6339
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